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観
光
・
行
楽
部
門
全
体
の

市
場
規
模
は
同
１
％
増
の
１０

兆
７
７
３
０
億
円
。
こ
の
う

ち
、
国
内
観
光
・
行
楽
は
同

１
・
２
％
増
の
６
兆
９
５
０

０
億
円
と
な
っ
た
。
業
種
別

に
見
る
と
、
国
内
航
空
、
会

員
制
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
伸

び
率
が
大
き
く
、
２
ケ
タ
の

増
加
。

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
「
外

資
系
高
級
ホ
テ
ル
が
都
市
部

に
進
出
、
宿
泊
特
化
型
ホ
テ

ル
も
急
増
し
、
業
績
は
堅
調

に
推
移
し
た
」
（
同
本
部
）

結
果
、
同
２
％
増
の
１
兆
９

３
０
億
円
と
規
模
を
拡
大
。

対
し
て
旅
館
は
「
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
倒
産
事
例
は
数

多
く
、
旅
館
再
生
ビ
ジ
ネ
ス

が
花
盛
り
と
い
っ
た
様
相
」

で
、
同
２
％
減
の
１
兆
８
７

３
０
億
円
と
、
依
然
と
し
て

縮
小
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

旅
行
業
は
国
内
が
微
減
、

海
外
も
落
ち
て
い
る
が
、
燃

油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
上
昇
で

見
か
け
の
売
り
上
げ
は
プ
ラ

ス
と
な
っ
て
い
る
。
実
質
的

な
収
益
率
は
下
が
っ
て
い
る

と
い
う
。

０７
年
の
余
暇
活
動
は
「
身

近
な
行
楽
系
、
イ
ン
ド
ア
系

レ
ジ
ャ
ー
が
好
調
」
と
同
本

部
。
具
体
的
に
は
動
物
園
・

植
物
園
・
水
族
館
・
博
物
館

（
同
３
４
０
万
人
増
の
４
１

６
０
万
人
）
と
い
っ
た
行
楽

系
の
種
目
や
、
家
庭
に
お
け

る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
（
同
７０
万

人
増
の
３
１
８
０
万
人
）
の

よ
う
な
イ
ン
ド
ア
系
の
種
目

で
参
加
人
口
が
伸
び
た
。

そ
の
一
方
、
国
内
観
光
旅

行
（
避
暑
・
避
寒
・
温
泉
）

は
同
２０
万
人
減
の
５
７
０
０

万
人
、
帰
省
旅
行
が
同
１
０

０
万
人
減
の
２
３
２
０
万
人

と
な
り
、
遠
距
離
の
移
動
を

伴
う
種
目
は
減
少
。

白
書
は
１
人
当
た
り
の
年

間
余
暇
消
費
を
１０
年
前
と
比

較
。
そ
の
結
果
、
３０
〜
６０
代

で
増
加
し
、
特
に
６０
代
シ
ニ

ア
世
代
は
９７
年
当
時
４６
万
８

９
８
０
円
だ
っ
た
の
が
、
０７

年
は
５６
万
１
８
０
０
円
と
大

き
く
増
加
。
対
し
て
１０
代
、

２０
代
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で

い
る
。
「
余
暇
活
動
の
選
択

投
資
化
の
傾
向
が
は
っ
き
り

認
め
ら
れ
、
消
費
者
の
嗜
好

の
変
化
に
対
応
し
た
需
要
開

拓
戦
略
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
」
と
指
摘
し
た
。

社
会
経
済
生
産
性
本
部
は
７
月
３１
日
、
「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２
０
０
８
」
を
発
表
し

た
。
白
書
に
よ
る
と
。
０７
年
の
余
暇
市
場
は
７４
兆
５
３
７
０
億
円
と
な
り
、
前
年
と

比
べ
５
・
８
％
縮
小
し
た
。
同
本
部
は
「
規
模
の
大
き
い
パ
チ
ン
コ
市
場
の
落
ち
込

み
を
反
映
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
除
い
た
規
模
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
」

と
分
析
。
部
門
別
に
見
る
と
、
趣
味
・
創
作
、
娯
楽
部
門
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、

観
光
・
行
楽
と
ス
ポ
ー
ツ
部
門
は
わ
ず
か
な
が
ら
伸
び
た
。

２００７年昨
年
の
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
世
界
旅
行

博
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
パ
ネ

リ
ス
ト
の
宮
城
大
学
、
ア
ン
・

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
先
生
が
日
本
を

評
し
て
、
「
南
北
３
５
０
０
�

に
わ
た
る
縦
長
の
島
国
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
然
と
豊
か
な
四
季

に
恵
ま
れ
た
日
本
の
よ
う
な
美

し
い
国
は
世
界
中
に
も
希
だ
」

と
話
さ
れ
た
。
聞
く
耳
に
非
常

に
心
地
よ
か
っ
た
と
同
時
に
、

日
本
人
と
し
て
大
い
に
誇
り
に

思
っ
た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、

我
々
日
本
人
の「
ま
ち
づ
く
り
」

と
な
る
と
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー

氏
の
登
場
を
待
つ
ま
で
も
な

く
、
大
い
に
落
胆
さ
せ
ら
れ
る

点
が
多
い
。

世
に
言
う
三
大
美
観
障
害
物

と
は「
看
板
」「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」

「
歩
道
橋
」が
通
り
相
場
だ
が
、

私
は
「
電
柱
」
が
日
本
の
街
並

み
の
景
観
を
阻
害
す
る
最
大
の

�
問
題
児
�だ
と
思
っ
て
い
る
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
が
面
白
半
分
、

揶
揄
半
分
で
電
柱
と
電
線
群
を

日
本
の
街
並
み
の
代
表
的
風
景

と
紹
介
し
た
り
、
先
斗
町
で
奇

麗
に
着
飾
っ
た
舞
妓
さ
ん
が
し

な
し
な
と
歩
く
そ
の
脇
に
恐
ろ

し
く
太
い
電
柱
が
写
さ
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
そ
の
た
び
につう

親
知
ら
ず
が
う
ず
く
よ
う
な
痛

よ
う痒
を
感
じ
る
。
ど
う
し
て
豊
か

な
自
然
、
奥
深
い
伝
統
文
化
を

誇
る
、
し
か
も
世
界
第
２
位
の

経
済
大
国
が
電
柱
大
国
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

欧
米
各
国
、
特
に
欧
州
で
は

ま
ず
街
中
に
電
柱
を
見
る
こ
と

は
な
い
。地
中
化
は
当
た
り
前
、

ま
ち
づ
く
り
の
前
提
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
は
自
分
の
家
に
塀

の
内
側
で
は
す
こ
ぶ
る
芸
術
的

セ
ン
ス
を
発
揮
し
、
箱
庭
的
、

盆
栽
的
美
観
を
作
り
上
げ
る
。

し
か
し
、
塀
の
外
、
つ
ま
り
公

共
の
場
、
全
体
と
し
て
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
し
て
は
、
電
柱
が

林
立
し
よ
う
が
電
線
が
ク
モ
の

巣
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
よ
う
が
い
っ
こ
う
に
無
頓
着

で
あ
る
。

０４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国

の
「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
に

よ
る
と
、
０８
年
ま
で
に
市
街
地

の
幹
線
道
路
の
無
電
柱
化
を
９

％
か
ら
１７
％
へ
、
政
令
指
定
都

市
・
県
庁
所
在
地
等
の
主
要
都

市
に
つ
い
て
は
４８
％
か
ら
５８
％

へ
向
上
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
等
の
重
要
な
非

幹
線
道
路
に
つ
い
て
も
、
お
お

む
ね
７０
％
の
無
電
柱
化
を
目
指

し
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
に
お
い
て
も
「
国
際
競
争

力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
地
の

形
成
」
並
び
に
「
観
光
地
に
お

け
る
環
境
及
び
良
好
な
景
観
の

保
存
」
の
項
目
で
、
「
無
電
柱

化
を
推
進
し
、
景
観
の
保
存
と

と
も
に
地
域
独
自
の
歴
史
・
文

化
・
風
土
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

無
電
柱
化
は
関
係
す
る
自
治

体
、
電
信
・
電
力
会
社
、
地
域

住
民
等
と
の
利
害
関
係
の
調
整

や
膨
大
な
費
用
（
電
柱
を
地
中

化
す
る
と
約
３
倍
の
費
用
が
か

か
る
）
を
必
要
と
す
る
。
決
し

て
簡
単
な
仕
事
で
は
な
い
。
し

か
し
、
既
に
無
電
柱
化
さ
れ
た

観
光
地
を
散
策
す
る
と
実
に
気

分
が
す
っ
き
り
し
、
心
か
ら
景

観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
結
果
的
に
は
観
光
客

が
増
え
、
観
光
収
入
の
増
加
に

つ
な
が
る
。

世
界
に
誇
れ
る
景
観
づ
く

り
、
観
光
地
づ
く
り
に
は
１
０

０
年
の
計
が
必
要
で
あ
る
。
３０

年
後
か
５０
年
後
か
予
測
も
つ
か

な
い
が
、
い
つ
の
日
か
日
本
中

の
街
並
み
が
無
電
柱
化
さ
れ
た

姿
を
こ
の
目
で
確
か
め
た
い
と

熱
望
し
て
い
る
。

余
暇
市
場
は
５.８
％
縮
小

レ
ジ
ャ
ー

白

書

「
観
光
・
行
楽
」は
微
増

－４７－
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無
電
柱
化
で
魅
力
的
な
観
光
地
に

鉄
道
旅
客
協
会
は
４
日
ま

で
に
、
加
盟
旅
行
業
１２
社
の

今
年
６
月
の
取

扱
額
を
ま
と
め

た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
総
取
扱

額
は
前
年
同
月

比
２
・
７
％
減

の
３
０
０
６
億
２
７
０
万
円

で
、
前
年
を
上
回
っ
た
の
は

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
（
１７
・

５
％
増
）
と
西
鉄
旅
行
（
３

・
２
％
増
）
の
２
社
の
み
。

国
内
旅
行
は
３
・
５
％
減

の
１
７
５
２
億
７
５
９
２
万

円
に
と
ど
ま
っ
た
。
前
年
実

績
を
確
保
し
た
の
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ

１
社
に
す
ぎ
ず
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
後
と
は
い
え
、

低
調
に
推
移
し
た
。

海
外
旅
行
は
４
・
４
％
減

の
１
１
７
０
億
２
４
２
３
億

円
と
な
っ
た
。
前
年
実
績
を

上
回
っ
た
の
は
西
鉄
と
日
本

旅
行
。
２
ケ
タ
減
の
業
者
も

あ
る
中
、
西
鉄
の
２
ケ
タ
増

が
目
立
つ
。

不
振
に
あ
え
ぐ
国
内
、
海

外
に
比
べ
好
調
な
の
が
外
人

旅
行
。
２３
・
９
％
増
の
４５
億

５
８
３
０
万
円
と
５
月
に
続

い
て
２
ケ
タ
増
を
記
録
。
東

武
ト
ラ
ベ
ル
、
ト
ッ
プ
ツ
ア

ー
、
名
鉄
が
扱
い
を
大
き
く

伸
ば
し
た
。

こ
の
結
果
、
今
年
４
月
か

ら
の
累
計
は
総
取
扱
額
で
前

年
同
期
比
２
・
４
％
減
の
８

５
３
１
億
８
７
６
７
万
円
と

な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
前
年

実
績
を
超
え
て
い
る
の
は
、

名
鉄
と
読
売
旅
行
の
２
社
の

み
。部

門
別
に
見

る
と
、
国
内
旅

行
は
２
・
３
％

減
の
５
１
１
３

億
２
４
１
万

円
、
海
外
旅
行
は
４
・
９
％

減
の
３
１
７
１
億
８
９
６
万

円
、
外
人
旅
行
は
２５
％
増
の

１
６
９
億
７
４
８
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

国
内
、海
外
と
も
減
少

外
人
旅
行
は
２
ケ
タ
の
増
加

国
土
交
通
省
は
１
日
、
先

月
２３
日
に
施
行
さ
れ
た
観
光

圏
整
備
法
に
基
づ
く
観
光
圏

整
備
事
業
に
関
す
る
補
助
金

交
付
の
公
募
を
開
始
し
た
。

複
数
の
市
町
村
を
エ
リ
ア
と

す
る
観
光
圏
の
事
業
者
が
実

施
す
る
、
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
や
宿
泊
の
魅
力
向
上
な

ど
に
関
す
る
事
業
を
支
援
す

る
。
応
募
締
め
切
り
は
今
月

２９
日
。

補
助
金
を
受
け
る
に
は
、

観
光
圏
を
構
成
す
る
市
町
村

や
都
道
府
県
が
観
光
圏
整
備

計
画
を
国
に
提
出
し
、
事
業

者
ら
が
共
同
で
策
定
し
た
観

光
圏
整
備
実
施
計
画
に
つ
い

て
国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。

補
助
対
象
と
な
る
事
業
者

は
、
観
光
圏
整
備
法
に
規
定

さ
れ
た
法
定
協
議
会
の
代
表

者
の
ほ
か
、
法
定
協
議
会
と

同
等
な
仕
組
み
を
備
え
て
い

る
組
織
の
事
業
者
、
広
域
的

な
観
光
振
興
に
実
績
を
持
つ

法
人
。

補
助
対
象
と
な
る
主
な
事

業
は
、
宿
泊
の
魅
力
向
上
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
発
、
観
光
商

品
の
企
画
開
発
や
販
売
促

進
、
体
験
・
交
流
・
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
開
発
、
人

材
育
成
、
交
通
整
備
、
情
報

提
供
な
ど
。
補
助
率
は
個
々

の
事
業
に
対
し
て
最
大
４０
％

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

補
助
期
間
は
原
則
２
カ
年

で
最
大
で
も
５
カ
年
。
今
年

度
の
予
算
総
額
は
２
億
５
千

万
円
を
確
保
し
て
い
る
。
補

助
事
業
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
有
識
者
ら
で
構
成
す
る

観
光
圏
整
備
事
業
検
討
会
に

諮
る
。
国
交
省
で
は
今
年
度

に
補
助
事
業
を
採
択
す
る
観

光
圏
は
１０
数
カ
所
を
見
込
ん

で
い
る
。

応
募
受
付
、
問
い
合
わ
せ

先
は
、
各
地
方
運
輸
局
ま
た

は
沖
縄
総
合
事
務
局
。

観
光
圏
整
備
事
業
検
討
会

の
委
員
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）
。

森
地
茂
（
政
策
研
究
大
学

院
大
学
教
授
）
�
委
員
長
、

石
井
宏
子
（
温
泉
ビ
ュ
ー
テ

ィ
研
究
家
）、
梅
川
智
也（
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社
研
究

調
査
部
長
）
、
古
賀
学
（
松

蔭
大
学
観
光
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）、
清
水
哲
夫（
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
社
会
基
盤
工
学
専
攻
准
教

授
）、玉
沖
仁
美
（
リ
ク
ル
ー

ト
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
）
、
丁
野

朗
（
日
本
観
光
協
会
常
務
理

事
総
合
研
究
所
所
長
）
、
鶴

岡
克
巳
（
日
本
政
府
観
光
局

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部

長
）、羽
生
冬
佳
（
筑
波
大
学

大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究

科
世
界
文
化
遺
産
学
専
攻
准

教
授
）
、
西
村
幸
夫
（
東
京

大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）、藻
谷
浩
介

（
日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域

振
興
部
参
事
役
）

観
光
圏
整
備
の
公
募
開
始

国
交
省

宿
泊
の
魅
力
向
上
な
ど
支
援

リ
ク
ル
ー
ト
は
こ
の
ほ

ど
、
国
内
の
宿
泊
旅
行
の
実

態
を
探
っ
た
「
じ
ゃ
ら
ん
宿

泊
旅
行
調
査
２
０
０
８
」
の

結
果
を
発
表
し
た
。
昨
年
度

（
０７
年
４
月
〜
０８
年
３
月
）

の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
、
延

べ
宿
泊
数
は
、
い
ず
れ
も
前

年
度
か
ら
わ
ず
か
に
増
え

た
。
１
年
間
に
宿
泊
旅
行
を

行
っ
た
人
の
割
合
を
示
す
宿

泊
旅
行
実
施
率
は
２
年
連
続

で
減
少
し
た
が
、
実
施
し
た

人
の
旅
行
回
数
が
伸
び
た
。

旅
行
形
態
で
は
近
年
、
子
連

れ
の
家
族
旅
行
が
減
少
傾
向

に
あ
る
。

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
た

リ
ク
ル
ー
ト
の
じ
ゃ
ら
ん
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調

査
。
出
張
、
帰
省
、
修
学
旅

行
な
ど
を
除
い
た
観
光
目
的

の
宿
泊
旅
行
の
動
向
を
調
べ

て
い
る
。
全
国
の
２０
〜
７９
歳

の
男
女
が
対
象
で
、
今
回
調

査
は
約
１
万
４
千
人
の
回
答

を
集
計
し
た
。

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
０

・
９
％
増
の
約
１
億
７
５
０

０
万
人
、
延
べ
宿
泊
数
は
１

・
０
％
増
の
約
２
億
９
６
０

０
万
泊
と
な
り
、
と
も
に
前

年
度
か
ら
や
や
増
加
し
た
。

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
０
・
９

�
減
の
６３
・
８
％
と
ダ
ウ
ン

し
た
が
、
実
施
者
の
年
間
平

均
旅
行
回
数
が
２
・
７７
回
か

ら
２
・
８３
回
に
増
加
し
た
た

め
、
延
べ
旅
行
者
数
、
延
べ

泊
数
が
微
増
と
な
っ
た
。
実

施
者
の
旅
行
１
回
当
た
り
の

平
均
宿
泊
数
は
１
・
６９
泊
だ

っ
た
。

延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
を
年

代
別
の
構
成
比
で
み
る
と
、

５０
歳
以
上
が
１
・
０
�
減
の

５３
・
３
％
。
３５
〜
４９
歳
は
１

・
７
�
増
の
２２
・
９
％
。
２０

〜
３４
歳
の
構
成
比
は
２３
・
８

％
で
前
年
度
か
ら
０
・
７
�

減
少
し
た
。

宿
泊
旅
行
の
形
態
で
は
、

子
連
れ
家
族
旅
行
の
構
成
比

が
、
前
年
度
比
０
・
２
�
減

の
１６
・
１
％
、
３
年
前
と
比

べ
る
と
２
・
８
�
減
と
な
り
、

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
１
人
旅
は
１２
・

０
％
を
占
め
、
３
年
前
か
ら

１
・
５
�
増
と
増
加
傾
向
に

あ
る
。

子
連
れ
旅
行
の
減
少
に
つ

い
て
、
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
石
榑
智
晃
研
究

員
は
「
身
近
な
レ
ジ
ャ
ー
や

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
子
ど
も
時
代
に
旅
行

を
楽
し
む
意
識
が
育
た
な
い

と
将
来
の
動
向
に
も
影
響
す

る
。
家
族
旅
行
を
い
か
に
活

性
化
さ
せ
る
か
が
、
宿
泊
旅

行
の
重
要
な
課
題
だ
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
宿
泊
旅
行
の
宿
泊

料
金
タ
イ
プ
の
構
成
比
は
、

１
泊
２
食
付
き
が
０
・
５
�

減
の
５６
・
０
％
だ
っ
た
。
主

流
で
は
あ
る
が
、
２
年
前
と

比
べ
る
と
１
・
８
�
減
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
１

泊
朝
食
付
き
は
２６
・
９
％
で

２
年
前
と
比
べ
て
１
・
５
�

増
、
素
泊
ま
り
も
１５
・
７
％

で
２
年
前
よ
り
０
・
６
�
増

え
て
お
り
、
１
泊
２
食
付
き

以
外
の
料
金
タ
イ
プ
が
微
増

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

日
本
観
光
旅
館
連
盟
（
佐

久
間
進
会
長
、
３
８
９
１
会

員
）
は
１
日
、
地
球
温
暖
化

問
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
環
境

に
配
慮
し
た
宿
づ
く
り
を
進

め
る
会
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
を

「
地
球
に
優
し
い
宿
」
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

「
日
観
連
・
や
ど
日
本
」
で

紹
介
す
る
試
み
を
始
め
た
。

日
観
連
や
会
員
施
設
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
て
る
。

会
員
施
設
の
さ
ら
に
詳
細
な

環
境
対
策
を
調
査
中
で
、
そ

の
結
果
を
ま
と
め
た
上
で
今

後
の
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

く
。や

ど
日
本
は
、
全
会
員
施

設
を
掲
載
し
た
宿
泊
予
約
な

ど
が
可
能
な
Ｈ
Ｐ
。
地
球
に

優
し
い
宿
と
し
て
約
７
０
０

軒
の
施
設
を
取
り
上
げ
、
所

在
地
と
取
り
組
み
別
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

環
境
へ
の
取
り
組
み
の
項

目
は
、
環
境
管
理
の
国
際
規

格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認

証
取
得
を
は
じ
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
材
料
を
使
っ
た
は
し
や

竹
製
は
し
の
使
用
、
生
ゴ
ミ

の
肥
料
化
、
太
陽
光
な
ど
の

自
家
発
電
装
置
の
利
用
な
ど

で
分
類
。
連
泊
時
に
シ
ー
ツ

交
換
を
希
望
制
に
し
て
い
る

宿
も
紹
介
し
て
い
る
。

日
観
連
で
は
全
会
員
施
設

を
対
象
に
し
た
、
よ
り
詳
細

な
取
り
組
み
状
況
の
調
査
を

実
施
中
。
こ
れ
ま
で
に
回
答

が
あ
っ
た
主
な
取
り
組
み
に

は
、
食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク

ル
、
川
の
水
な
ど
を
使
っ
た

打
ち
水
、
は
し
持
参
者
へ
の

特
典
の
実
施
、
地
産
地
消
へ

の
こ
だ
わ
り
や
野
菜
の
自
家

栽
培
、
温
泉
の
余
熱
や
排
湯

の
利
用
な
ど
。

調
査
結
果
を
参
考
に
、
今

年
度
に
初
め
て
設
置
し
た

「
地
球
に
優
し
い
宿
推
進
委

員
会
」（
伏
島
晴
彦
委
員
長
）

で
、
今
後
の
活
動
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。
先
進
的
な
取

り
組
み
の
会
員
施
設
へ
の
普

及
、
日
観
連
統
一
の
消
費
者

へ
の
宣
伝
活
動
な
ど
の
手
法

を
研
究
す
る
予
定
。

日
観
連
本
部
で
は
「
環
境

に
関
心
が
高
い
消
費
者
は
も

と
よ
り
、
モ
ノ
よ
り
心
の
豊

か
さ
へ
の
転
換
を
通
じ
、
新

た
な
旅
行
者
ニ
ー
ズ
も
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
会

員
施
設
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
宿
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

国内宿泊旅行じ
ゃ
ら
ん
調
べ

「
地
球
に
優
し
い
宿
」Ｐ
Ｒ

日
観
連

Ｈ
Ｐ
に
紹
介
コ
ー
ナ
ー

子連れ旅行
減少傾向に

○
…
「
旅
行

業
、
宿
泊
業
、

ツ
ア
ー
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
業
な

ど
、
観
光
産
業

自
体
が
し
っ
か

り
連
携
で
き
な
け
れ
ば
、
観
光
全
体
の

振
興
は
実
現
で
き
な
い
。
業
界
間
の
利

害
関
係
は
あ
る
に
し
て
も
、
う
ま
く
連

携
で
き
る
よ
う
に
リ
ー
ド
し
て
い
き
た

い
」
。

○
…
前
職
の
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官

か
ら
７
月
１１
日
付
で
観
光
事
業
課
長
に

就
任
し
た
。
観
光
事
業
課
は
、
観
光
庁

で
は
「
観
光
産
業
課
」
に
変
わ
る
。
そ

の
担
当
事
務
に
は
「
観
光
産
業
を
営
む

者
の
連
携
に
よ
る
観
光
の
振
興
に
関
す

る
こ
と
」と
新
た
な
一
文
が
加
わ
っ
た
。

産
業
界
の
連
携
を
強
調
し
た
根
拠
で
も

あ
る
。
通
常
業
務
に
加
え
、
新
体
制
へ

の
円
滑
な
移
行
が
重
要
な
使
命
だ
。

○
…
１
９
８
２
年
運
輸
省
入
り
。
本

省
観
光
部
門
に

在
籍
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
在

韓
国
大
使
館
の

一
等
書
記
官
、

熊
本
県
庁
の
交

通
対
策
総
室
長
、
中
国
運
輸
局
企
画
部

長
な
ど
を
通
し
て
観
光
分
野
の
仕
事
に

多
彩
な
経
験
を
持
つ
。

○
…
０４
年
か
ら
２
年
間
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
と

国
連
・
世
界
観
光
機
関
ア
ジ
ア
太
平
洋

セ
ン
タ
ー
副
代
表
を

兼
務
、
国
際
的
な
観

光
交
流
を
通
じ
た
貧

困
軽
減
の
施
策
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん

だ
。
「
草
の
根
の
観

光
交
流
が
国
際
平
和

に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
る
。
観
光
と
い
う
の
は
商
品
づ
く
り

に
し
て
も
、
地
域
づ
く
り
に
し
て
も
理

念
が
大
事
な
仕
事
だ
」
と
語
る
。

○
…
愛
媛
県
松
山
市
出
身
。「�
道
後

温
泉
で
産
湯
を
つ
か
い
�
と
い
っ
た
と

こ
ろ
」
（
笑
）
。
中
国
運
輸
局
時
代
に

は
し
ま
な
み
街
道
が
開
通
し
、
地
元
四

国
の
観
光
活
性
化
に
一
喜
一
憂
し
た
と

い
う
。東
京
大
学
経
済
学
部
卒
。４９
歳
。

【
向
野
悟
】

国
土
交
通
省
の

観
光
事
業
課
長
に
就
任
し
た

か

と
う

た
か

し

加
藤

隆
司
氏

道
州
制
導
入
で

地
域
活
力
向
上

日
本
経
団
連
が
提
言

日
本
経
団
連
は
４
日
、
８

項
目
か
ら
成
る
福
田
新
内
閣

へ
の
提
言
を
ま
と
め
た
。
近

く
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
が
福

田
康
夫
首
相
を
訪
問
、
実
施

を
要
請
す
る
方
針
だ
。

提
言
は
、
地
域
の
活
力
に

よ
る
豊
か
さ
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
道
州
制
の
導
入
促
進

を
求
め
た
。
ま
た
農
業
活
性

化
に
よ
る
競
争
力
強
化
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
や
食

料
の
安
定
確
保
な
ど
も
盛
り

込
ん
で
い
る
。

６月の販売概況 単位：千円、％

４月からの累計

３６８，７８９，００７

９９．２

１０５，８７４，８６９

９５．９

１１３，５３９，５７９

＊＊＊＊

３９，０９４，６９１

９８．４

１０，３９１，０３７

９４．４

２８，３３１，０５４

１０５．８

７，０８５，２８０

９４．８

１７，０２６，１４７

９５．６

２１，８５９，７６７

１０１．３

１２，７７６，２０６

９６．９

２６，３０９，６２１

９２．４

１０２，１１０，４１２

９６．４

８５３，１８７，６７０

９７．６

注１）本年４月分からＪＴＢトラベランドの実績はジェイティービーに合算。
注２）近畿日本ツーリストは、本年１月の事業再編により実勢と異なるため前年比を表示せず。

総取扱額

１２２，５３４，１７４

９７．４

３６，９２９，０８９

９８．９

４３，７５０，３８４

＊＊＊＊

１４，４３４，６３１

９４．８

３，４６２，３０６

８４．０

１１，２５３，７３６

１１７．５

２，６３６，９３４

９３．０

７，８５８，３４０

９５．７

７，３６７，５００

９５．３

４，５２７，６４９

１０３．２

１０，３０１，１５０

９５．６

３５，５４６，８０８

９２．９

３００，６０２，７０１

９７．３

その他

０

０．０

１１，９６１

８８．７

６４４，７８０

＊＊＊＊

１１９，３６６

８１．５

０

０．０

２，４４０，８８１

６６５．１

７２，６４２

１１８．２

１１０，５２０

８９．７

３，７６２

１９．９

０

０．０

３４０，３３８

１００．３

０

０．０

３，７４４，２５０

２６６．２

外人旅行

２，３５２，４９５

１１５．２

６９０，４１３

１４３．５

７１７，０８５

＊＊＊＊

４０４，２９７

２００．５

８，００３

２７０．２

６２，４１５

１７８．９

５２，２５６

６２．２

４３，７５５

９７．９

０

０．０

２１，１４５

０．０

１３７，７５７

１２５．９

６８，６８３

９４．９

４，５５８，３０４

１２３．９

海外旅行

４３，４１６，８９８

９２．１

１３，４３５，９３４

１０５．９

１６，４３２，４９１

＊＊＊＊

４，３０８，３０５

９４．８

５９９，９５０

６９．２

１，７７５，９８７

９５．２

４７７，０９５

７８．３

１，０９５，７８１

９３．２

１，０１７，５７５

８５．０

２，０７０，８８８

１１０．７

８，０５７，０５３

９５．８

２４，３３６，２６８

９０．９

１１７，０２４，２２５

９５．６

国内旅行

７６，７６４，７８１

１００．１

２２，７９０，７８１

９４．３

２５，９５６，０２８

＊＊＊＊

９，６０２，６６３

９３．０

２，８５４，３５３

８８．６

６，９７４，４５３

９５．４

２，０３４，９４１

９７．９

６，６０８，２８４

９６．２

６，３４６，１６３

９７．４

２，４３５，６１６

９６．８

１，７６６，００２

９２．２

１１，１４１，８５７

９７．４

１７５，２７５，９２２

９６．５

社名

ジェイティービー

日本旅行

近畿日本ツーリスト

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日本通運

阪急交通社

合計

６月分


